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評 価

第６章 競技スポーツの振興
○

評 価

１ 競技スポーツの振興
Ｂ

＜目指すもの＞

男女総合優勝で結実した第64回国民体育大会「トキめき新潟国体」に向
けた取組と成果をより充実・発展させることにより、国体総合成績10位台
に定着する競技スポーツのレベル向上と、県民スポーツの普及や振興を目
指す。

〔ここに注目 !！〕

・「新潟から世界へ夢プロジェクト事業」からソチオリンピックのメダリストを輩出

① 競技水準の向上

目 国体男女総合成績10位台に定着する競技力を養成する。

的 全国、世界で活躍できるトップアスリートを育成する。

１ ジュニア選手育成

(1) 競技団体による計画的・継続的な選手強化（38競技）

(2) 育成拠点となる高等学校を指定し強化活動を支援（28競技）

(3) 市町村が主体となり、拠点スポーツ施設において、年齢や学校枠を超えたジュ

ニア層を育成・強化（12市町村12競技）

(4) 優秀な競技実績を有する指導者を学校等に配置して、ジュニアの競技力向上を

推進（18人）

２ 国体強化

(1) 国体選手の強化練習会や強化合宿の実施

(2) アドバイザーコーチ、スポーツドクター、トレーナー等を国体に派遣（30競技）

(3) 強化に積極的に取り組む企業チーム及び社会人クラブチームを指定し強化合宿

等を実施（13団体）

(4) 健康づくり・スポーツ医科学センターを活用し、競技スポーツ選手の体力測定、

分析を実施（46競技）

(5) 国民体育大会及び北信越国民体育大会への本県選手団の派遣

（第68回国民体育大会（東京国体）(530人)）

（第34回北信越国民体育大会 (781人)）

３ 新潟から世界へ夢プロジェクト

世界の舞台で活躍が期待できる、ジュニアを中心とした本県選手を選抜し、

特別チームによる指導体制を編成して行う強化活動を支援（３競技）
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【成果】◇ 国民体育大会

評 ・第68回国民体育大会において、少年種別の活躍などにより前年の得点を

上回った。Ｈ24：933点 → Ｈ25：935.5点

価 ・優勝数(種別・種目)の増。Ｈ24：７ → Ｈ25：11

◇ 「新潟から世界へ夢プロジェクト事業」

・第89回日本選手権水泳競技大会（水球競技）で３位入賞を果たした。

・スキー競技（ジャンプ）で22・23年度に指定した選手が、ソチオリン

ピック日本代表に選出された。

【課題】◇ 高得点が期待できる団体競技の得点力の向上

◇ 安定したジュニア選手の育成と国体少年種別の強化

◇ 東京オリンピックを視野に入れた選手の強化

〈平成25年国体総合成績〉 ※（ ）内はＨ24年成績

男女総合（天皇杯）成績 女子総合（皇后杯）成績

順 位 得 点 順 位 得 点

新 潟 25位（22位）
935.5点

18位（21位）
525.5点

（933.0点） （520.5点）

○ 国体男女総合成績10位台に向け、引き続き本県選手の競技水準の向上を図る。

○ 国体候補選手の早期指定を行い、特に少年種別の強化や団体競技の強化を念頭

に計画的に強化練習会を実施する。

○ 強化の拠点となる学校や地域の指定及び優秀指導者の配置などを行い、長期的

展望に立ったジュニアの一貫指導体制を強化する。

○ 東京オリンピックに向けて、県体育協会等の関係団体や企業と連携しながら、

有望な人材を発掘し、一貫体制のもとで競技力向上を図る。

【国体で活躍を見せた少年男子弓道】 【水球競技(夢プロジェクト)】

基準年指標値

（平成21年度） （平成24年度） （平成25年度）

１位 22位 25位 10位台

目標値
実績値

【関連指標31】

国民体育大会の総合成績（天皇杯）
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② 体育施設の整備

目 県立社会体育施設、県立スポーツ施設の適正な維持管理を行い、県民スポーツ活動

的 の推進及び競技人口の拡大を図る。

１ 県立社会体育施設の維持管理

(1) 各市町への事務の委託により適切な運営を行った。

(2) 施設設備の老朽化については、各市町からの要望を基に優先順位をつけ、

計画的な対応を行った。

(3) 利用促進のため各種大会等の誘致活動を行った。

〔県立社会体育施設〕

・胎内ライフル射撃場

・石打丸山シャンツェ

・妙高高原赤倉シャンツェ

・津川漕艇場

・柏崎アクアパーク

【胎内ライフル射撃場、（ナショナルチーム選考会）】

【柏崎アクアパーク、（日本選手権水泳競技大会（水球競技））】 【津川漕艇場、（全国高校総体（インターハイ））】

２ 県立スポーツ施設の運営

(1) ダイエープロビスフェニックスプール

ＰＦＩ事業の活用により適切な運営を行った。４月には、日本選手権水泳

競技大会（競泳競技）が開催されるなど、利用促進につながった。

(2) 健康づくり・スポーツ医科学センター

指定管理者制度の活用により適切な運営を行った。設備の老朽化に対しては、

現地確認等により更新の優先順位を整理し、計画的に対応を行った。

３ 県立武道館設置の取組

(1) 諸課題を調整するため県立武道館基本構想検討会議を平成25年３月から12月

まで８回開催した。

(2) 同検討会議が平成25年12月に施設の機能・規模及び建設予定地等をとりまと

めた報告書を知事へ提出した。
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【成果】◇ 県立社会体育施設については、一部を除き、一定の利用がなされている。

評

施設名 利用者数 Ｈ23 (人) Ｈ24 (人) Ｈ25 (人)

価
胎内ライフル射撃場 1,890 1,741 2,120
石打丸山シャンツェ 340 312 339
妙高高原赤倉シャンツェ 1,952 1,260 1,518
津川漕艇場 7,589 15,070※ 8,560
柏崎アクアパーク（50m プール） 29,775 34,822※ 38,187

（アイスリンク） 23,234 27,073 26,762

※全国高校総体による利用者を含む

◇ ダイエープロビスフェニックスプールについては、広報活動や日本選手

権等の大会開催等により認知度が上昇し、利用促進が図られている。

施設名 利用者数 Ｈ23 (人) Ｈ24 (人) Ｈ25 (人)

ﾀﾞｲｴｰﾌﾟﾛﾋﾞｽﾌｪﾆｯｸｽﾌﾟｰﾙ 174,057 194,456※ 192,445

※全国高校総体及びジュニアオリンピック開催による利用者を含む。

◇ 健康づくり・スポーツ医科学センターについては、広報活動や情報誌等

による施設紹介により、フィットネス等の一般利用部分が増加した。

事業別 利用者数 Ｈ23 (人) Ｈ24 (人) Ｈ25 (人)

スポーツ科学（体力測定等） 1,199 1,257 1,339
診療所 5,691 5,594 6,313
競技力向上相談 1,671 1,119 1,552
一般利用（ﾌｨｯﾄﾈｽ・会議室） 24,132 26,635 31,380

【ダイエープロビスフェニックスプール】

【課題】◇ 一定の利用があるものの、利用者数が伸び悩んでいる施設がある。

○ 引き続き競技団体や市町村と連携し、大会・合宿の誘致等を行うとともに、広報

活動を充実させ、更なる施設の利用促進に努める。

○ 引き続き建物や設備の老朽化や緊急度を施設ごとに検証し、計画的な修繕を行う

ことで、サービス水準の向上に努める。
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